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個の 科学的な見方や考 え方が育つ 理科学習の 創造

理 科 に おける言語活動 の 充実を重点と して
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個　 学習 内容の 系統性 ・必 然性　見通 し　理 科に お ける 言語 活動の 充実

1　 研究テ
ー

マ に つ い て

　 「理科は好きだが得意で はない 」 これは，私が

これまで に出会っ て きた多くの児童 ・生徒にあて

はまる。 私は こ の 事実 こ そ が今の 理科教育の 弱 さ

で あるととらえる 。 理 科 の 主 た る 目標は 「科学

的な見方や考え方を養 う」 こ とで あ る 。 私が担

任 した児 童 の 中 に は，自らが 自然事象に 対 し て

疑 問を もつ こ とが で きる子が多くい た。しか し，

観察，実験に よっ て 見付 けだ し た事実か ら考察

する姿に は弱 さが見られ，それが理科 へ の 苦手

意識に っ なが っ て い ると考えた 。 私は こ の 要 因

を，観察，実験 へ の 見通 しの甘 さと，思考力や

表現力 の弱 さ で ある とと らえた。そこ で 本研究

で は，学習内容の系統性や観察，実験の 見通 しや

必然性を大切に した指導に心がけ，さらに理科に

おける言語活動の充実に重点をお い た。こ の 取組

を通 して，児童 の科学的な見方や考え方が 育ち ，

児童が 『で きる，分か るか ら理科が好きであ り得意］
と言えるこ とを目指した。
2　研 究内容と実践

図1 ：理科学習における言語活動系統表 （抜粋 ：別紙参照）

　また，こ の 表を基に して ， 単位時間 の 中心 と

なる言語活動を明確 に して指導にあた っ た。こ

れ らの 取組 を通 して ，児童 の 思考力や表現力を

育てるた め の 意図性 の ある指導を行 っ た 。

3　 実践の 成果

〈研 究内 容 1 ＞系統性を重 視した単元 指導

　小学校 と中学校の 各学年 ・単元 の 学習 内容
の 系統 性 を大切 に し，児童 の 発達の 段階を考

慮 した上 で ，各単元 で 児童 が身に付 けた い 見

方 や考え方 を明確 に し た 学習 内容系統表を作

成 し た。また，こ れ をも とに ， 児童が連続 し

て思考で き る こ とに留意 して 具 体的な 単元構

造図 と指導計画 を作成 した 。 （別 紙に例示）

＜研究 内容 2＞必然性を重 視した学習指導

  毎時間 の 学習 の 中で 追 究方法や結果，考察

　ま で の 見 通 し を もた せ る場 を位置付け た 。

  個 の 追 究 技能 を 育て る た め に ， 1 人 1 実

　験 を多 く の 学習 で 行 っ た。そ の た め の 学

　習形態や 教材 ・教具 を工 夫 し た。

＜研究 内容 3＞理科に おける言語活動の 充実

　本校では理科 の 言語 活動 を，  言葉を重視 し

た体験の 充実，  コ ミュ ニ ケーシ ョ ン に関わる

言葉の 重視，  学びを振 り返る言葉の 重視の 3

項 目に 分類 し，各学年の 発 達 の 段階に応 じて ，

どの よ うな姿を願 うの か を図 1 の よ うに分類 ・

整理 した。

項 　目 楽しい 楽しくない 得 意 苦 手

観察・実験 35人〔・蜘 O人（一珊 34人由 O刈 o人〔−1却
考察す る 2从〔＋1跏 曜

一
踟 32人〔−1碗 1人〔一繝

交流活動 28人  蜘 叺〔
一
踟 28人（＋2訓 4人〔−6ノ」

理 解 3蜘一
鈎 眺 ±映 29人〔＋16畑 0人〔−2短

ノート作り 3蝋 一2蜘 o人〔一脚 3蝋 ＋2碗 2人〔一脚
図2 ：実践後の アンケ

ー
ト調査結果櫞 B銘．−

1

一
は4肌の」、数娠す〕

観 　点 非実践単元 　　 実践単元

思考 ・
表現 8　8 ．　6 ％　　十→ 　9　7 ．　 1 ％

技　能 9　3 ．　8 ％　　＋→　9　9 ，　 2 ％

知識 ・理 解 94 ，　2 ％　　十→ 　9　9 ．　 1 ％

　 図3 ：単 元テス トの 平均 正 答率の 比較 陳謎式嘸回答率「ま啣
・「実験 があ るか ら理 科が 好き」 か ら，「で き

る，分か る か ら理 科が好 きで あ り得意 」 に

変容 し て きて い る、
・研 究 内 容 1 ， 2 の 実 践 に よ り，子 ど も

た ちの 知 識 や 技 能 に 伸 び が 見 られ ， そ

れ を子 ども 自身 が 実感 し て い る 。

・
研 究 内 容 3 で は ， 子 ど も の 発 達 の 段 階

に 応 じ て 科 学 的 な言 語 を導 入 し て 言 語

活 動 を 充 実 さ せ る こ と に よ り ， 子 ど も

　 た ち の 思 考力や表 現 力 は 確 実 に伸 び る 。
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